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研究成果の概要（和文）：岩手県・三陸海岸や和歌山県・南紀の海岸地域において、旧汀線高度を面的に測定し
た。その結果、MIS 5eに形成されたと推定される海成段丘面の旧汀線高度が海岸が傾いており、海岸部が海側へ
撓曲していることを明らかにすることができた。三陸海岸では、MIS 5cの海成段丘面とテフラとの関係を明らか
にし、地殻変動の量的検討が可能となった。南紀では、海成段丘面の確実な編年に関わる試・資料は得られてい
ない。これらの海岸域の離水地形をLiDAR計測によって把握できる段階となったので、地震性隆起と海岸の地形
発達との関係を論じてゆく予定である。

研究成果の概要（英文）：I measured the height of former shorelines in the coastal areas of Sanriku 
coast, Iwate prefecture and Nanki coast, Wakayama prefecture. The marine terrace presumed to have 
been formed on MIS 5e is tilted toward the sea. This indicates that the areas bent toward the 
submarine active faults. In the Sanriku coast, the marine terrace surface of MIS 5c was identified 
tephrochronologically. Thus, It is possible to quantitatively examine crustal deformation. On the 
contrary, I could not obtain the dating materials in the Nanki area. Using the LiDAR data of emerged
 topography of these coastal areas, I plan to discuss the relationship between seismic uplift and 
the geomorphic development of the coast.

研究分野： 変動地形学

キーワード： 海成段丘　海底活断層　海岸隆起　地震性地殻変動

  ２版

令和

研究成果の学術的意義や社会的意義
これまでの研究では、海岸線に沿って、海成段丘面の旧汀線高度がどのように変化するかに注目されることが多
かった。本研究では、海岸線と直行する方向での旧汀線高度の変化に注目し、沿岸部に存在すると予想される海
底活断層の活動と海岸隆起との関係を検討した。その結果、例えば、紀伊半島の沖合に存在するプレート境界付
近での断層運動ではなく、沿岸域の活断層の活動が海岸隆起に重要な役割を果たしていることが示された。この
ような成果は、地震防災においても基礎的な資料となる。起震断層の位置や形状など、今後、改めて再検討する
必要があると考えられる。

※科研費による研究は、研究者の自覚と責任において実施するものです。そのため、研究の実施や研究成果の公表等に
ついては、国の要請等に基づくものではなく、その研究成果に関する見解や責任は、研究者個人に帰属します。



様 式 Ｃ－１９、Ｆ－１９－１、Ｚ－１９（共通） 
 
 
１．研究開始当初の背景 
 
従来の研究においては、三陸海岸のように、全体が緩慢に隆起してきたと理解されていた「長

波長・小振幅の変形が卓越するとされる地域」においては、海岸地域の隆起と断層運動との関係
はほとんど論じられてこなかった。ところが、これまでの申請者の研究によって、上記のような
特徴をもつ海岸地域であっても、海岸線と並走する海底活断層の活動によって海岸地域が隆起
していることが明らになってきた。 
また、積丹半島西岸（短波長の曲動地域）・若狭湾（とくに特徴はない地域）・遠州灘～紀伊半

島南岸（傾動地域）においても、海岸に並走する海底活断層が存在すると考えられるが、地形発
達における沿岸の海底活断層の重要性は検証されていない。なお、傾動地域とされる紀伊半島南
岸においては、南海トラフにおける断層活動との関係に注目集まっていた。しかし最近、より陸
域に近い沿岸域に海底活断層が見いだされたので、断層活動と海岸隆起との関係を検証し直す
必要がある。 
このように、沿岸海域に存在すると予想される活断層の活動は、海岸地域の地形発達に重要な

役割を果たしていると推察できるが、十分に検討されることはなかった。これらの海岸地域の変
動地形を解析し、海岸地域の地形発達と断層活動との関係が明らかになれば、日本列島の形成や
地震被害軽減に係わる重要な情報が得られると期待される。 
 
２．研究の目的 
 
北海道積丹半島、三陸海岸、福井県若狭湾、静岡県駿河湾沿岸～御前崎～紀伊半島南岸地域な

どを調査対象とし、詳細な変動地形調査を実施し、海成段丘面の対比・編年を確認し、それらの
高度分布・形態的特徴を明らかにする。また、陸域に分布する活断層や、地震性隆起を示す離水
ベンチ等の微地形に関しても調査を実施する。地形の年代を明らかにするために、テフラなどの
年代測定試料を採取する。地形測量等の調査も行うが、最近、High ポールカメラで撮影した写
真や、ドローンで撮影した写真を用いて立体モデルを作成することが可能となった。これによっ
て、撮影範囲の詳細な DSM が得られ、詳細な測量も可能となった。本研究では、海岸に見られ
る変動地形の立体モデルを作成し保存することも試みる。 
海岸と並走する海底活断層がある場合、海成段丘面を海側へ変形させている事実が見逃されて

いることがあり、海岸隆起と断層活動との関係が十分に検討されてきたとは言い難い。海岸地域
の隆起の実態を明らかにして日本列島の隆起メカニズムを理解するためには、海成段丘面の変
形を正確に把握し、その上で、沿岸海域の断層活動との関係を検証することが不可欠である。し
かしながら、沿岸の海底活断層の活動と海岸隆起に関しては、十分に扱われていない地域が多い。 
本研究では、上記したような、従来見過ごされてきた側面から切り込み、地殻変動を論ずる。

北海道積丹半島においては、短波長の曲動が卓越するとされ、断層活動と地形発達との関係は論
じられてこなかった。福井県若狭湾周辺地域は、地殻変動の面からはとくに特徴のない地域とさ
れており、海岸隆起に関する具体的なイメージは得られていない。静岡県駿河湾沿岸～紀伊半島
南岸地域では、沖合のプレート境界にある活断層と海岸隆起との関係は論じられてきたが、沿岸
海域に活断層が存在すること、その活動が海岸隆起にかかわっている可能性があることは指摘
されてこなかった。 
沿岸の海底活断層の位置・形状などをもとに数値計算を行い、予想される隆起量分布と変動地

形から求めた地殻変動像とを比較・検討して海岸隆起の実態を考察することも目指す。その成果
は、海岸地域で発生する地震の性格を把握して地震被害軽減に役立つ基礎的情報を得る上にお
いても重要である。 
 
３．研究の方法 
 
本研究では、積丹半島西岸・三陸海岸・若狭湾・遠州灘～紀伊半島南岸地域などを調査対象地

域とし、海成段丘面の対比・編年を行い、高度分布や変形状態を明らかにした。 
まず、研究室において縮尺約 1 万分の 1 空中写真の判読や国土地理院が公開している 5 mDEM

を用いたアナグリフ画像の解析を行った。これによって、海成段丘の分布や断層変位地形を確認
した。これらの情報を 1/2.5 万の地形図上に提示し、現地調査に必要な基礎的資料を作成した。 
現地調査では、GPS と簡易測量機器を用いて海成段丘面の旧汀線アングルの高度を測定した。

隆起ベンチなどの微地形に関しても、簡易測量機器を用いて分布高度を明らかにするとともに、
High ポールカメラによる地形の撮影によって海岸の微地形を記載した。また、露頭調査なども
丹念に行い、海成段丘面の形成年代を示すような複数のテフラを採取した。High ポールカメラ
で撮影した写真やドローンで撮影した写真は、専用ソフト（MetaShape）を用いて解析し、隆起
ベンチ等の立体モデルの作成に役立てた。ベンチの高度を海成段丘面と比較するとともに、複数
の地域で作成したモデルを比較して、隆起パターンとの関係を検討した。以上の成果をもとに、



海成段丘面や隆起ベンチの高度と、分布と沿岸海域に存在する活断層の活動との関係を検討す
る予定であるが、計算結果との比較・検討に関しては今後の課題として残されている。 
 
４．研究成果 
 
上記の調査地域において、旧汀線高度を面的に測定するとともに、海成段丘面の形成年代を検

討した。その結果、MIS 5e や MIS 5c に形成されたと考えられる海成段丘面を特定し、それらの
旧汀線高度を詳細に提示することができた。 
積丹半島西岸においては、MIS 5e に形成されたと考えられる海成段丘面の旧汀線高度は、北部

ほど高くなることが明らかになり、離水ベンチの存在も含めて、沿岸海域の海底活断層の活動に
よって隆起してきた可能性が高いことを示すに至った。若狭湾沿岸では、横ずれ活断層の活動に
よる隆起パターンと MIS 5e の海成段丘面の高度分布を比較検討することが可能な段階となって
おり、横ずれ断層に特有な変動パターンがあることが明らかになりつつある。三陸海岸や紀伊半
島南岸地域では、旧汀線高度は海側に傾いており、沿岸地域が海側へ撓曲していることを明らか
にすることができた。三陸海岸では、MIS 5c の海成段丘面とテフラとの関係を明らかにし、地
殻変動の量的検討が可能となった。南紀では、海成段丘面の確実な編年に関わる試・資料は得ら
れていない。これらの海岸域の離水地形を LiDAR 計測によって把握できる段階となったので、地
震性隆起と海岸の地形発達との関係を論じてゆく予定である。 
これまでの研究では、海岸線に沿って、海成段丘面の旧汀線高度がどのように変化するかに注

目されることが多かった。本研究では、海岸線と直行する方向での旧汀線高度の変化にも注目し、
沿岸部に存在すると予想される海底活断層の活動と海岸隆起との関係を検討した。その結果、例
えば、紀伊半島の沖合に存在するプレート境界付近での断層運動ではなく、沿岸域の活断層の活
動が海岸隆起に重要な役割を果たしていることが示された。このような成果は、地震防災におい
ても基礎的な資料となる。起震断層の位置や形状など、今後、改めて再検討する必要があると考
えられる。 
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